第954回生物科学セミナー
日時：　6月12日（水）　16:40-18:10
演者：　角谷　徹仁　教授　（国立遺伝学研究所）
演題:　 トランスポゾンとDNAメチル化のエピ遺伝学

DNAメチル化はゲノムDNAのエピジェネティックな修飾であり、動物や菌類の一部や植物のゲノムに見いだされます。植物では、メチル化のほとんどがトランスポゾンなどの反復配列に分布しており、機能している遺伝子ではメチル化はずっと低いレベルです。DNAメチル化の制御や機能を理解するため私達は遺伝学的なアプローチをとっています。シロイヌナズナのクロマチン再構成因子であるDDM1(decrease in DNA methylation)は、トランスポゾンなどの反復配列のメチル化に必要です。一方、jmjCドメイン蛋白質であるIBM1(increase in BONSAI methylation)は、遺伝子をメチル化しないために必要です。これらの蛋白質をコードする遺伝子の突然変異体ではさまざまな種類の発生異常が誘発されます。これらの突然変異の解析から出発した遺伝学とゲノム学による私達の研究について話します。
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